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園長 山下 優美 

 看護師 吉木 美恵 

９月９日は救急の日 

不慮の事故！ 

1．子どもの死亡事故の現状  

①子どもの不慮の事故死は、病気を含む全て

の死因の中で上位。 

②不慮の事故による子ども（0～14歳）の死

亡者数は減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 



2．年齢別の死亡事故発生比率 

①平成 28 年～令和２年の 5 年間の子どもの

不慮の事故約 1,300 件のうち、0 歳が

350 件で、0～14 歳の事故の 1/4を占

める。 

②0 歳～４歳で 0～14 歳の事故の 55％を

占める。 

3．年齢別に多い死亡事故の割合 

平成 28 年～令和２年の 5 年間では窒息、交

通事故、不慮の溺水が死因の上位。 

①「窒息」は、0 歳で圧倒的 

に多く発生。（ベッド内での 

不慮の窒息及び絞首 等）  

②「交通事故」は、２歳以上で全て 1 位。 

③「溺水」は、1 歳、３歳以上で 2 位。ま

た、 ３歳、5 歳以上で自然水域での事故

が上位。 

④「建物からの転落」は、３歳、4 歳と 10

～14 歳が多い。 



4．死亡事故発生場所 

平成 28 年～令和２年の 5 年間では、交通事

故をのぞく事故発生場所は、家庭内 がほと

んどを占め、年齢が上がるにつれその他の場

所の割合が増加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭内では、「窒息事故」「建物からの転落事

故」「溺水事故」に注意が必要です。 

      溺水事故の約半数は浴槽で起き

ています。 
 

子どもの不慮の事故の発生傾向  

～厚生労働省「人口動態調査」より～ 

令和４年３月 23 日 消費者庁消費者安全課 



子どもが誤飲したかも！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故が起きないよう事前に防ぐ事が第一です

がもしもの時の為に携帯電話に番号登録して

おきましょう！ 


